
　

✿

さ

く

ら

茶

話

会✿

４
月
27
日
（月
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
3
階
会
議
室

60
歳
以
上
の
女
性
向
け

「松
ぼ
っ
く
り
の
古
布
飾
り
作
り
」

✿

あ
じ
さ
い
茶
話
会✿

7
月
7
日
（火
）
13
時
00
分
～
15
時
00
分

ふ
じ
の
ゆ
め
全
館

全
会
員
向
け
「健
康
測
定
＆
交
流
会
」

✿

も

み

じ

茶

話

会✿

11
月
10
日
（火
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
3
階
会
議
室

会
員
・
一
般
向
け
「季
節
の
リ
ー
ス
作
り
」

会
員
向
け
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
に
ぎ
わ
い

な
ど
で
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
、
是
非
一

度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

伊東
シルバー伊東100号

2
月
18
日
（
水
）
「
令
和
7
年
度
の
班
長
会
議
」

を
開
催
し
、
日
頃
の
活
動
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

よ
り
良
い
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
向
け
た
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

会
員
さ
ん
の
声
を
大
切
に

◆
新
規
会
員
が
就
業
し
な
い
ま
ま
退
会
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
の
工
夫
が
必
要

◆
仕
事
の
種
類
が
少
な
く
、
体
力
に
合
わ
な
い
作

業
が
多
い

就
業
募
集
チ
ラ
シ
が
「毎
回
同
じ
に
見
え
る
」
と
い

う
指
摘
も
あ
り
、
内
容
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

仕
事
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み

◆
ま
ず
は
事
業
者
に
シ
ル
バ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切

地
域
情
報
誌
「
に
ぎ
わ
い
」
な
ど
を
活
用
し
、
事
業

者
向
け
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

班
長
制
度
と
つ
な
が
り
づ
く
り

◆
班
長
の
高
齢
化
や
な
り
手
不
足
が
進
ん
で
お

り
、
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き

◆
配
布
物
を
減
ら
す
こ
と
で
班
長
の
負
担
を
軽

く
で
き
る
の
で
は

事
務
局
・理
事
・
会
員
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た
め
、

か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
地
域
ご
と
の
懇
談
会
の
復

活
を
望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
地
域
班
に
つ
い
て
は
、

班
長
不
在
で
す
。

配
布
物
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

令
和
８
年
度

楽
し
い
茶
話
会
の
ご
案
内

班
長
会
議
の
ご
報
告

令
和
8
年
度

地
域
班
長
さ
ん
ご
紹
介

濱
野
さ
ん

玖
須
美
2

の

1

山
本
さ
ん

松

原

１

班

小
原
さ
ん

湯

川

１

班

秋
山
さ
ん

宇

佐

美

４

班

岩
沢
さ
ん

宇

佐

美

３

班

上
原
さ
ん

川

奈

２

班

池
谷
さ
ん

岡

２

班

鈴
木
さ
ん

岡

１

班

稲
葉
さ
ん

玖
須
美
3

の

3

渡
邉
さ
ん

玖
須
美
3

の

１

石
神
さ
ん

荻

十

足

１

班

伊
代
野
さ
ん

吉
　
田

佐
久
間
さ
ん

川

奈

６

班

蓮
池
さ
ん

川

奈

４

班

山
内
さ
ん

川

奈

３

班

長
澤
さ
ん

富

戸

３

班

田
中
さ
ん

富

戸

２

班

池
谷
さ
ん

富

戸

１

班

古
原
さ
ん

荻

十

足

４

班

稲
葉
さ
ん

荻

十

足

２

班

富
田
さ
ん

八

幡

野

６

班

藤
田
さ
ん

八

幡

野

５

班

石
野
さ
ん

八

幡

野

３

班

小
林
さ
ん

八

幡

野

２

班

岡
本
さ
ん

富

戸

４

班



シルバー伊東100号

2
月
13
日
（金
）
、
キ
ャ
リ
ア
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

派
遣
で
仕
事
を
し
て
い
る
会
員
17
名
と
そ
の
他
の
会
員
10
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
理
学
療
法
士
の
西
島
晃
一
さ
ん
と
、

保
健
士
の
稲
葉
公
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
「馬
九
行
九
（う
ま
く
い

く
）
に
は
足
元
か
ら
！
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
活
躍
し

て
い
く
た
め
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
月
17
日
（火
）、
庭
手
入
れ
関
連
の
就
業

会
員
を
対
象
と
し
た
安
全
集
会
を
開
催
し
、

40
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
安
全
就
業
の
現
状
と
対
策
」及
び
「
事
故
状

況
並
び
に
裁
判
事
例
の
結
果
報
告
」の
資
料
を

も
と
に
、
庭
手
入
れ
就
業
会
員
に
「
安
全
就

業
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
事
故
防
止

対
策
の
一
環
と
し
て
「
無
双
ツ
イ
ン
ブ
レ
ー
ド

並
び
に
石
ト
バ
サ
ー
ズ
の
活
用
」
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
参
加
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴

重
な
意
見
を
踏
ま
え
、
安
全
推
進
部
で
は
、
現

場
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
「
安
全
な
就
業
」
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
す
べ
て
の
草
刈
り
作
業
に
お
い
て
、

必
ず
飛
散
防
止
策
を
講
ず
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

大
原
武
道
場

荻
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

鎌
田
会
館

泉
会
館

金
曜

留
田
会
館

宇
佐
美
コ
ミ
セ
ン

城
宿
会
館 水

曜

新
井
区
民
会
館

は
ば
た
き

シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
湯
川

和
田
湯
会
館

玖
須
美
温
泉
会
館

月
曜

☎
3
2
・
1
6
5
2

長
寿
支
援
係

伊
東
市
高
齢
者
福
祉
課

　
問
い
合
わ
せ
は

小
室
コ
ミ
セ
ン

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

吉
田
区
民
会
館

富
士
見
会
館

池
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

木
曜

八
幡
野
コ
ミ
セ
ン

富
戸
コ
ミ
セ
ン

火
曜

午後 午前

赤
沢
生
涯
学
習

　
　
　
セ
ン
タ
ー

午前午後午後 午前

伊
東
市
で
は
、
各
施
設
（
左
記
参

照
）
で
「
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

年
間
１
０
０
０
円
の
参
加
費
で
、

ど
の
会
場
へ
も
通
い
放
題
と
の
こ

と
。
対
象
は
、
市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
方
。

健
康
体
操
ク
ラ
ブ
を
上
手
に
活
用

し
て
、
「
う
ま
～
く
、
フ
レ
イ
ル
予

防
を
し
ま
し
ょ
う
♪
」

令
和
７
年
度
の
事
業
実
績
は
、
受
託
事
業
・派
遣
事
業
と
も
に

わ
ず
か
に
目
標
を
下
回
り
ま
し
た
。
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、

一
般
家
庭
か
ら
の
庭
手
入
れ
や
襖
・障
子
の
張
替
え
依
頼
が
減
少

あ
る
組
織
と
な
る

よ
う
、
会
員
・
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

以
上
、
令
和
７
年
度

実
績
の
速
報
値
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

職
種
で
は
、
宿
泊
施
設
の
清
掃
な

ど
内
務
関
係
が
中
心
で
す
が
、
少

数
な
が
ら
事
務
系
の
依
頼
も
あ
り
、

今
後
の
職
種
拡
大
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

会
員
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
も
の
の
、
令
和
７
年
度
末
は
前

年
よ
り
8
名
減
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
会
員
数
の
回
復
に
は
「
会
員
紹

介
事
業
」
が
大
変
有
効
で
す
。
ご
家

族
や
ご
友
人
、
知
人
の
方
へ
、
ぜ
ひ

入
会
の
お
声
が
け
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
会
員
の
増
加

に
向
け
、
女
性
委
員
会
に
よ
る
事

業
も
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
が
、
よ
り
活
力
と
魅
力
の

令
和
７
年
度
事
業
実
績
速
報
値

キ
ャ
リ
ア
研
修
会
報
告

安
全
集
会
報
告

（単位：千円） 令和6年度 令和7年度

派 遣 43,783 40,520

受 託 172,184 167,866

合 算 215,967 208,386

年 間 合 計

男性 女性 合計

宇佐美 31 19 50

湯川・松原 15 16 31

新井 5 2 7

玖須美 25 21 46

岡・鎌田 45 25 70

川奈・吉田 35 24 59

荻・十足 46 20 66

富戸 33 15 48

八幡野 53 11 64

合　　計 288 153 441

地域別会員数（3/31現在）
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互
助
会
で
は
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

◆
扶
助
事
業

弔
慰
金
給
付
（死
亡
）一
万
円

傷
病
見
舞
金
給
付

（入
院
療
養
10
日
以
上
）五
千
円

同
傷
病
に
つ
き
１
回
限
り

※

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

お
忘
れ
な
く
！

◆
福
利
厚
生
事
業

会
員
親
睦
旅
行
等
の
交
流
事
業
の
実
施

同
好
会
活
動
へ
の
助
成

◆
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

セ
ン
タ
ー
の
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
地
域
社
会
奉
仕

活
動
に
積
極
的
に
協
力

◆
同
好
会
活
動
支
援

各
同
好
会
は
、
皆
様
の
入
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
体

験
入
部
も
歓
迎
で
す
。
お
好
き
な
同
好
会
を
是
非
の
ぞ
い
て

く
だ
さ
い
。

又
、
新
し
い
同
好
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

同
好
会
の
活
動
に
は
助
成
金
が
出
ま
す
。
仲
間
と
楽
し
く
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※

下
記
同
好
会
紹
介
参
照
、
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で

シルバー伊東100号

互
助
会
通
信

◆
デ
ジ
カ
メ
倶
楽
部

（
担
当
：長
倉
幹
事
）

総
会
開
催
時
作
品
展
示
会
開
催

（
今
年
度
未
定
）

◆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
く
ら
ぶ

（
担
当
：山
本
幹
事
）

メ
ン
バ
ー
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、

名
所
め
ぐ
り
を
計
画
し
て
い
ま
す

◆
ゴ
ル
フ
同
好
会

（
担
当
：小
南
幹
事
）

月
例
会

毎
月
第
２
木
曜
日

ホ
ー
ム
コ
ー
ス
「ゴ
ー
ル
ド
川
奈
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」

◆
お
さ
か
な
ク
ラ
ブ

（担
当
：井
ノ
内
幹
事
）

船
釣
り
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す

お
さ
か
な
頒
布
会
も
実
施
し
て
い
ま
す

◆
手
芸
倶
楽
部

（
担
当
：小
澤
幹
事
）

ゆ
め
市
場
に
て
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

手
芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

木
曜
日

13
時
～
16
時

◆
囲
碁
同
好
会

（担
当
：岡
部
幹
事
）

毎
水
曜
日
９
時
～
12
時

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
に
て

◆
脳
ト
レ
健
康
麻
雀
同
好
会

（
担
当
：加
藤
幹
事
）

毎
火
曜
日
12
時
～
17
時

和
田
2-

1-

49
に
て

参
加
費
一
回
に
つ
き
５
０
０
円

◆
ラ
ン
チ
会

（
担
当
：松
野
幹
事
）

メ
ン
バ
ー
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら

不
定
期
で
ラ
ン
チ
会
を
開
催

ア
ン
ケ
ー
ト
で
互
助
会
へ
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た

★
の
ん
び
り
山
歩
き
、
案
内
付
き
～
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い

★
１
年
に
１
回
の
楽
し
み
の
旅
行
を
残
し
て
い
た
だ
き
た
い

互
助
会

同
好
会
紹
介

様 様 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・

様

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

櫻

井

富

雄

田

中

直

行

堀

野

　
薫

添

田

共

代

浦

山

昌

志

森

谷

富

夫

池

内

利

久

犬

飼

悦

朗

土

屋

榮

男

清

水

眞

治

福

島

照

代

山

本

明

美

髙

橋

志

保

子

梅
原
千
左

子

庄

子

よ

し

江

佐

久

間

伸

英

【
湯
川
・
松
原

地

域

】

郡

よ

し

子

北

島

恒

春

【

対

島

地

域

】

【

荻

・

十

足

地

域

】

村

松

あ

や

子

齊

藤

守

小

川

泰

代

藤

本

　
稔

杉

田

忠

久

吉

田

浩

子

塩

津

一

朝

野

一

三

石

井

立

美

服

部

伴

文

朝

日

幹

夫

直

井

　
明

長

濱

久

枝

朝

日

幹

夫

【
新

井

・

玖

須

美

地

域

】

土

屋

博

【

対

島

地

域

】

杉

山

雅

一

天

野

さ

わ

代

堀

越

勉

【

宇

佐

美

地

域

】

石

川

宣

広

【
新

井

・

玖

須

美

地

域

】

【
湯

川

・

松

原

地

域

】

【

対

島

地

域

】

【
川

奈

・

吉

田

地

域

】

【

岡

・

鎌

田

地

域

】

平

田

俊

雄

勝

倉

光

徳

落

合

俊

江

佐

藤

全

彦

土

屋

博

長

濱

久

枝

根

本

晃

男

【
川

奈

・

吉

田

地

域

】

澤

田

崇

司

潮

田

蓮

子

名

越

長

生

前

田

潤

子

杉

下

徳

征

【

岡

・

鎌

田

地

域

】

石

田

明

世

新

楽

剛

増

田

千

月

古

澤

栄

次

米

山

好

雄

【
新

井

・

玖

須

美

地

域

】

大

塚

公

子

山

脇

正

隆

髙

橋

志

保

子

前

田

清

光

生

駒

康

弘

稲

葉

要

一

中

山

久

子

遠

藤

澄

代

根

本

洋

子

市

川

邦

夫

【

宇

佐

美

地

域

】

富

田

紀

男

内

田

千

佐

代

本

間

清

一

郎

中

村

一

枝

國

吉

望

美

令
和
8
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
新
入
会
員[

地
域
順
・敬
称
略]

令
和
8
年
1
月
か
ら
4
月
9
日
ま
で
の
退
会
会
員

[

地
域
順
・敬
称
略]

訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

令
和
8
年
1
月
か
ら
3
月

３



シルバー伊東100号

★
ス
テ
キ
な
シ
ル
バ
ー
レ
デ
ィ
ー
、
ジ
ェ
ン
ト

ル
マ
ン
と
出
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
理

解
で
き
た
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

自
分
を
省
み
る
機
会
も
多
々
あ
り
落
ち
込

む
こ
と
も
。
そ
れ
で
も
「
皆
の
笑
顔
に
会
え

る
」
と
出
か
け
て
行
き
、
楽
し
く
働
か
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
感
謝
で
す
。

★
80
才
を
過
ぎ
て
も
働
く
場
所
が
あ
る
の
は
、

健
康
の
た
め
に
も
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

★
東
京
か
ら
移
住
し
20
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

直
後
シ
ル
バ
ー
に
健
康
維
持
と
余
暇
利
用
の

為
入
会
し
、
何
も
で
き
な
い
状
態
で
公
園
管

理
の
仕
事
を
い
た
だ
き
、
先
輩
に
教
わ
り
な

が
ら
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
も
元
気
で

庭
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

20
年
の
元
気
あ
り
が
と
う
！
シ
ル
バ
ー
伊
東

１
０
０
号
お
め
で
と
う
。

★
カ
イ
ン
ズ
の
お
花
に
お
水
を
あ
げ
る
お
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
去
年
、
乳
が
ん
に
な
り
、

も
う
や
め
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
皆
様

の
お
か
げ
で
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
年
に
な

る
と
皆
病
気
を
し
ま
す
。
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
大
事
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

★
入
会
当
初
か
ら
、
大
原
武
道
場
の
夜
間
管

理
の
仕
事
を
続
け
て
お
り
、
日
々
の
暮
ら
し

の
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

85
歳
に
な
っ
た
今
で
も
働
く
意
欲
満
載
で
す
。

長
く
働
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

★
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
た
の
が
70
歳
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早

15
年
。
そ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
の
お
付

き
合
い
。

毎
日
歩
い
て
90
歳
を
め
ざ
す
毎
日
で
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
さ
ま
さ
ま
で
す
。

★
仕
事
を
す
る
以
上
は
必
ず
責
任
が
つ
く
と

思
い
ま
す
の
で
、
と
て
も
良
い
こ
と
と
考
え
て

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
熱
心
に
出
席
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
然
知
ら
な
い
人
た
ち
と

会
話
が
で
き
て
刺
激
が
あ
る
し
、
楽
し
い
時

を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
会
合
も
あ
る
と
い
う
情
報
や
勧
誘
が

あ
れ
ば
な
、
と
思
う
。

★
初
め
て
の
単
発
的
な
仕
事
で
、
先
輩
の
助

け
が
有
難
か
っ
た
で
す
。

★
20
数
年
前
、
友
人
知
人
の
い
な
い
伊
東
へ

移
住
。
何
か
し
な
け
れ
ば
と
シ
ル
バ
ー
に
入

会
し
、
初
め
て
の
講
習
が
障
子
・
襖
張
り
で
し

た
。
親
切
丁
寧
な
指
導
楽
し
か
っ
た
。

こ
の
時
の
指
導
員
が
前
々
理
事
長
。
楽
し
く

話
を
し
て
釣
り
の
話
に
な
り
、
同
好
会
を
作

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

★
今
ま
で
は
自
分
の
仕
事
の
範
囲
内
の
狭
い

交
流
し
か
な
か
っ
た
が
、
今
ま
で
に
な
い
人
た

ち
と
知
り
合
え
た
事
で
す
。

★
60
歳
の
頃
、
先
輩
会
員
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

入
会
し
て
以
来
、
仕
事
が
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、

こ
こ
ま
で
働
け
た
の
は
健
康
に
恵
ま
れ
、
生
活

に
張
り
が
持
て
た
こ
と
、
そ
し
て
何
で
も
相
談

で
き
る
先
輩
に
恵
ま
れ
た
こ
と
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

80
歳
を
前
に
、
も
う
少
し
頑
張
り
ま
す
。

★
私
の
仕
事
は
「
広
報
い
と
う
」
の
配
達
業
務

で
し
た
。
運
転
手
と
配
達
者
の
コ
ン
ビ
で
、
町

内
会
長
宅
・
集
会
所
・
公
共
施
設
に
届
け
ま
す
。

あ
る
時
期
に
膝
痛
に
な
り
階
段
に
は
登
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
運
転
手
さ
ん
が
い
つ
も
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

杉
山
敬
一
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
感
謝
で
す
。

★
一
時
期
体
調
を
崩
し
外
出
も
あ
ま
り
し
な

い
時
期
に
、
友
達
に
誘
わ
れ
セ
ン
タ
ー
に
入
会
。

デ
ジ
カ
メ
倶
楽
部
に
も
入
会
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
で
外
出
が
多
く
な
り
、
体
調
も
回
復
し
て

き
た
事
が
喜
ば
し
い
で
す
。
友
人
に
感
謝
で
す
。

★
お
客
様
か
ら
頂
く
沢
山
の
感
謝
や
労
い
の

言
葉
に
支
え
ら
れ
た
、
こ
の
15
年
余
り
を
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
と
し
て
の
草
取
り
を
教
え
て
下
さ
っ
た

先
輩
方
の
手
元
、
事
務
局
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
サ
ポ
ー
ト
が
大
き
な
後
押
し
に
。
そ
し
て
今
、

何
回
も
の
猛
暑
の
夏
も
共
に
支
え
合
い
乗
り

越
え
た
仲
間
が
い
る
こ
と
、
そ
の
全
て
に
感
謝

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

一つひとつの言葉に、会員の皆様の温かな思いが込められています

これまでの歩みに感謝し、これからも皆様とともに歩んでまいります
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シルバー伊東１００号

★
草
と
り
で
掘
り
起
こ
し
た
土
の
中
に
虫
を

求
め
て
や
っ
て
来
る
小
鳥
た
ち
の
、
か
わ
い
い

姿
や
鳴
き
声
に
、
ほ
っ
と
心
が
和
み
ま
す
。
鳥

の
鳴
き
声
も
様
々
で
、
頭
の
上
で
「
ア
ッ

ホ
ッ
！
」
と
鳴
か
れ
た
時
は
、
思
わ
ず
「
確
か

に
！
」と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

★
私
は
、
東
日
本
大
震
災
・中
越
地
震
・能
登

半
島
地
震
に
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
て
い
ま
す
。
軽
自
動
で
10
日
～
15
日
間
の

滞
在
で
す
。
現
地
で
不
足
と
言
わ
れ
る

「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
を
車
い
っ
ぱ
い
積
み
、
最
後

に
は
必
ず
「
甘
夏
20
ｋ
ｇ
」持
参
し
ま
す
。

と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。
女
房
に
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
お
じ
さ
ん
だ
ね
」
と
笑
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
私
の
仕
事
は
、
貸
別
荘
の
清
掃
で
す
が
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
時
が
、
何
よ

り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

★
仕
事
先
の
会
社
の
方
々
に
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
「
お
疲
れ
様
で
す
」
と
声
を
掛
け

て
い
た
だ
く
と
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

★
以
前
、
助
け
て
く
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
が
病

気
に
な
っ
た
と
き
、
お
返
し
が
で
き
ま
し
た
。

「
仕
事
を
辞
め
る
と
認
知
に
な
る
か
ら
」
と
奥

様
に
頼
ま
れ
、
頑
張
っ
て
働
き
ま
し
た
。
と
て

も
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

★
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
派
遣
先
の

仕
事
内
容
が
自
分
に
は
不
向
き
で
あ
る
こ
と

を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

★
海
岸
の
遊
歩
道
を
歩
い
て
転
ん
だ
方
の
擦

り
む
い
た
足
に
、
手
持
ち
の
バ
ン
ド
エ
イ
ド
を

貼
っ
て
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
喜
ば
れ
ま
し

た
。

★
発
掘
作
業
が
た
の
し
か
っ
た
。
友
達
も
で

き
ま
し
た
。

★
振
り
返
る
と
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、

「
小
原
さ
ん
」
と
名
前
を
呼
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
、
「
お
元
気
で
す
か
？
」
と
声
を
掛
け
て
も

ら
え
る
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

★
今
は
退
会
さ
れ
て
ま
す
が
、
植
木
作
業
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
時
、
最
初
に
ケ
ガ
の
話
や

草
刈
り
機
の
使
い
方
な
ど
、
安
全
作
業
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
安
全
を
お
し
え
て
い

た
だ
け
た
こ
と
が
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

★
ト
イ
レ
清
掃
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

世
の
中
の
流
れ
が
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
大
量
に
紛
失
す
る

こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
の
生
ご
み

を
わ
ざ
わ
ざ
ト
イ
レ
に
持
ち
込
む
方
も
い
ま

す
。
（
市
の
袋
を
節
約
す
る
た
め
で
し
ょ
う

か
・・・・・・）

★
十
年
程
前
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
夏
は
ひ

と
き
わ
暑
く
、
私
の
仕
事
は
海
岸
プ
ー
ル
入

り
口
の
入
場
整
理
で
、
小
さ
な
小
屋
が
あ
る

場
所
で
し
た
。
開
場
す
る
と
一
番
に
来
た
子

ど
も
が
「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
暑
い
の
に
毎
日
大
変

だ
よ
ね
！
」
と
大
き
な
声
で
言
っ
て
く
れ
た

の
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

★
城
ケ
崎
の
灯
台
管
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
よ

く
忘
れ
物
が
あ
り
、
警
察
に
届
け
て
い
ま
す
。

２
～
３
週
間
後
に
お
礼
の
電
話
が
あ
り
、
良
い

事
を
し
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
今
ま
で
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
の
が
、

就
業
す
る
こ
と
で
、
外
に
出
て
気
持
ち
の
良
い

空
気
を
吸
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。

★
私
の
就
業
は
朝
早
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
ん
な
時
に
、
ほ
か
の
就
業
の
方
が
通

り
す
が
り
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、

と
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し
た
。
就
業
は
、

ひ
と
り
で
行
う
こ
と
、
朝
早
い
こ
と
、
暑
い
中

で
の
作
業
が
多
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
心
遣
い

に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

★
１
０
０
号
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
方
々
・
ス
タ
ッ
フ
の
支
え
が
あ
っ
て
、
ゆ

め
市
場
を
15
年
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
皆
様
方
の
お
役
に
立
つ
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

★
ゆ
め
市
場
を
始
め
た
こ
ろ
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
の
こ
ろ
は
川
奈
か
ら
楽
し
み
に
通
っ
て

い
た
こ
と
を
今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

★
以
前
子
ど
も
向
け
「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
」
、

現
在
「
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室
」

で
就
業
。
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
。
少
し
で

も
誰
か
の
役
に
た
て
ば
・
・
と
頑
張
っ
て
ま
す
。

た
く
さ
ん
あ
り
が
と
う
で
す
。

★
と
に
か
く
パ
ソ
コ
ン
が
好
き
だ
と
い
う
方
が

い
ま
し
た
。
90
歳
を
す
ぎ
て
も
、
と
て
も
楽
し

そ
う
に
色
々
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
最

近
は
お
見
え
に
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
一
緒
に
お
勉
強
し
た
い
で
す
。

『創刊１００号記念』
１００のありがとう！！と心に残るエピソード
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シルバー伊東100号

１
０
０
号
記
念
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

近
年
、
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
新
規
入
会
会
員
数
も
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
入
会
年
度
の
違
い
に
よ
る
特
徴
を
知
り
、
「
ど
の
よ
う
な

セ
ン
タ
ー
で
あ
れ
ば
入
会
し
や
す
い
の
か
」
を
探
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
は
、
入
会
年
度
の
古
い
順
に
抽
出
し
た
会
員
56
名
と
比
較
的
新
し
い
会
員
（
令

和
６
年
入
会
）の
中
か
ら
54
名
で
す
。

回
収
は
、
古
い
会
員
36
名
、
新
し
い
会
員
30
名
で
し
た
。

一
部
の
設
問
で
は
回
答
漏
れ
や
「
シ
ル
バ
ー
の
就
業
」
と
の
混
同
が
見
ら
れ
た
た
め
、

傾
向
と
し
て
読
み
取
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
次
項
の
よ
う
な
特
徴
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

・会
員
の
皆
さ
ま
は
、
総
じ
て
『
働
く
意
欲
』
が
高
い
こ
と

・情
報
の
分
か
り
や
す
さ
を
求
め
て
い
る
こ
と

・古
い
会
員
は
、
健
康
維
持
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

・新
し
い
会
員
は
仕
事
に
つ
な
が
る
実
用
的
な
研
修
を
求
め
て
い
る
こ
と

・健
康
に
関
す
る
関
心
は
、
と
も
に
高
い
こ
と

こ
れ
ら
の
声
を
受
け
、
仕
事
の
種
類
の
拡
充
、
情
報
発
信
の
改
善
、
そ
し
て
誌
面
の

見
や
す
さ
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■NEW
（抽出30名)

■OLD
(抽出36名）

入会年 通常入会 互助会のみ 再入会

昭和 1 0 0

～平成５年 0 0 0

～平成１０年 1 0 0

～平成１５年 6 0 0

～平成２０年 22 0 0

～平成２５年 58 0 0

～平成３０年 89 1 5

～令和５年 132 30 4

令和６年～ 99 7 9

　　小　　　計 408 38 18

総会員数 464

２０２６年１月抽出

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
紹
介
す
る
前
に
、
伊
東
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
入
会
年
順
の
会
員
分
布
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
古
い
会
員
・
新
し
い
会
員
の
回
答
の
違
い
を
、
グ
ラ
フ
で

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。
（抜
粋
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
集
計
結
果
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
用
紙
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
参
照
く
だ
さ
い
。

集計結果 アンケート内容

入 会 年 別 会 員数
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シルバー伊東100号

知人がいない・少ない 4

知人が高齢者 2

仕事がない 4

既に自分で仕事を持っている 1

分からない・いいえ　の理由

◆入会のきっかけは、Old・New で違いが見られます。

古い会員は健康や地域とのつながり、新しい会員は仕事

を重視しています。

◆就業されている方は日頃からセンターとの関わりが深

く、アンケートにも積極的にご協力いただきました。

◆「情報の受け取り」は、依然として“紙”が中心です。

一方で、会員サイトやLINEなどデジタル手段も利用され

始めており、今後は紙とデジタルを上手に使い分けてい

くことが求められます。

◆「知人が少ない移住者の方や、仕事が少なく紹介しづ

らい」という声が多く、両グループとも『分からない』が中

心でした。

◆古い会員は、スマホやメールの使い方など、

地域で役立つボランティア的な学びを求める声が多く見

られました。一方で、古い会員・新しい会員ともに“健康

体操”への関心は共通して高い結果でした。

◆仕事の種類の拡充や、情報の分かりやすさを求める声

が多く、今後の運営改善へのヒントが得られました。
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総
会
の
ご
案
内

令
和
８
年
度
の
定
時
総
会
を
左
記
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
令
和
８
年
６
月
19
日
（金
）

○
午
後
１
時
30
分
～

○
観
光
会
館

別
館

事

務

局

だ

よ

り

新
年
度
の
会
費
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
員
・
会
費

２
，
５
０
０
円

(

互
助
会
費
１
，
０
０
０
円
含
む
）

①
当
セ
ン
タ
ー
事
務
局
窓
口

平
日
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

②
地
域
班
長
を
通
し
て
納
入

４
月
13
日
頃
か
ら
30
日
の
間

４
月
の
配
布
物
お
届
け
の
際
に
班
長
が
お
声
掛
け
し
ま
す
。

③
銀
行
振
込(

振
込
手
数
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

静
岡
銀
行

伊
東
支
店

普
通
口
座

０
５
９
７
４
１
８

三
島
信
用
金
庫

伊
東
営
業
部

普
通
口
座

０
９
３
１
０
３
６

三
島
信
用
金
庫

南
伊
東
支
店

普
通
口
座

０
９
１
２
８
６
２

※

振
込
納
入
の
場
合
は
領
収
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

「
ご
利
用
明
細
書
」
が
領
収
書
の
代
わ
り
に
な
る
の
で
必
ず
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※

シ
ル
バ
ー
か
ら
の
配
布
物
が
直
送(

郵
送
）
で
送
ら
れ
て
く
る

方(

主
に
表
紙
の
班
長
不
在
の
地
域
の
方
）
に
つ
い
て
は
、
①
か

③
の
方
法
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

事
務
所
は
５
月
２
日
（土
）か
ら
５
月
6
日(

水
）ま
で
（５

日
間
）、
休
み
と
な
り
ま
す
。

◆
就
業
報
告
書
等
の
事
務
所
へ
の
届
け
に
つ
い
て

締
め
処
理
の
関
係
で
５
月
1
日(

金
）
午
前
中
に
事

務
所
必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
郵
送
ま
た
は
、
事
務
所
の
郵
便

受
け
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
セ
ン
タ
ー
事
業
に
係
る
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場

合
は
、
左
記
ま
で
。

＝

緊

急

連

絡

先

＝

事
務
局
長

佐
々
木

０
９
０-

１
４
１
８-

３
９
２
９

シルバー伊東 100号

請
負
・委
任
の
就
業
の
方
の
明
細
書
は
、
「Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

ｔ
ｏ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」に
よ
る
電
子
発
行
で
す
。
紙
を
ご
希
望
の
方
は
、
連

絡
の
上
事
務
所
に
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

派
遣
の
方
は
、
当
面
郵
送
と
な
り
ま
す
。

◆
会
員
業
務
委
託
料
・
配
分
金
は
、
会
員
さ
ん
の
登
録
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

【
請
負
・委
任
】

【
派
遣
】

3
月
分

・
・・

4
月
15
日
（
水
）

4
月
24
日
（
金
）

4
月
分

・
・・

5
月
15
日
（金
）

５
月
25
日
（
月
）

5
月
分

・
・・

6
月
15
日
（
月
）

6
月
25
日
（
木
）

月
２
回
（第
１
火
曜
日
・第
３
火
曜
日
）開
催
し
ま
す
。

お
友
達
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

○
4
月
7
日
（火
）

〇
４
月
21
日
（火
）

○
5
月
19
日
（火
）

○
6
月
2
日
（火
）

〇
６
月
16
日
（火
）

時

間

午
後
1
時
30
分
～

場

所

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

持
ち
物

写
真
２
枚
・緊
急
時
の
連
絡
先

年
会
費
２
千
５
百
円

振
込
銀
行
口
座
情
報

連 続

無事故日数

令和８年３月末
現 在

12 3 日

1 日9

傷害事故

賠償事故

会
員
業
務
委
託
料
・
配
分
金
の
支
払
い

(

３
月
分
～
５
月
分
）

入
会
説
明
会
日
程

会
員
募
集
中

令
和
８
年
度
の
会
費
納
入
方
法

Ｇ
Ｗ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

◆
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
競
う
季
節
に
な
り
ま
し
た

陽
気
に
誘
わ
れ
て
散
歩
に
出
か
け
た
く
な
り
ま
す
ね
。

冬
の
間
動
か
な
か
っ
た
分
い
っ
ぱ
い
お
出
か
け
し
て
く
だ
さ
い
。Ｙ
・Ｎ

◆
１
０
０
号
記
念
号
、
い
か
が
で
し
た
か
？

Ｐ
４
・Ｐ
５
を
開
い
て
！

会
員
さ
ん
の
声
を
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。
Ｈ
・Ｏ

あとがき
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